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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】野菜、果物等の凹部の下処理をスムーズにでき
る包丁を提供する。
【解決手段】包丁の刃板基端部に凹状部を設け、刃板基
端に掘出し突出角部を形成し、この掘出し突出角部の凹
状部と隣設する辺縁部は刃縁となっている。
【選択図】図１



(2) JP 3165381 U 2011.1.20

10

20

30

40

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
刃板の刃縁の基端部に凹状部を設けて、刃板の刃縁基端に掘出し突出角部を形成し、この
掘出し突出角部の前記凹状部と隣接する辺縁部は刃縁とする事を特徴とする包丁。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は野菜、果物等の凹部の下処理がしやすい包丁に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
野菜、果物等の下処理の際凹部の処理が一般の包丁ではやりにくい面があった。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
一般的に野菜、果物等の下処理作業は包丁とピーラーを用いるわけであるが、野菜、果物
等の凹部分の処理はやりにくい面があった。従ってこれらのやりにくさを解決するための
包丁を提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
本考案は包丁の刃板の基端部に凹状部を設けて刃板の刃縁基端に掘出し突出角部を形成し
この掘出し突出角部の凹状部と隣設する辺縁部を刃縁とする事により野菜、果物等の下処
理作業をやりやすくする事ができ、上記の問題点を解決することができる。
【考案の効果】
【０００５】
上記のように野菜、果物等の下処理の際凹部分の処理は包丁の刃板の基端部の凹状部と掘
出し突出角部を使用することにより現在の包丁よりもやりやすく、スムーズに行なうこと
ができる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本考案の包丁の全体図である。
【考案を実施するための形態】
【０００７】
包丁の刃板の基端部に凹状部を設けて刃板の刃縁基端に掘出し突出角部を形成し、この掘
出し突出角部の凹状部と隣設する辺縁部は刃縁となっているものである。
【実施例】
【０００８】
以下添付図面に従って実施例を説明する。
本考案の包丁は刃板の基端部に凹状部があり刃板の刃縁基端に掘出し突出角部を形成して
いるため又この掘出し突出部の凹状部と隣設する辺縁部は刃縁となっているため野菜、果
物等の凹部分の下処理をする場合図１のＣ、Ｄの部分を使ってスムーズに皮等を処理する
ことができる。
【符号の説明】
【０００９】
　　Ａ　包丁本体
　　Ｂ　包丁の刃板部分
　　Ｃ　包丁の刃板基端部の凹部分
　　Ｄ　包丁の刃板の刃縁基端の掘出し突出角部分
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